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地域中核災害拠点病院とは

地域中核災害拠点病院に指定されています

当院について1

https://anjokosei.jp/department/disaster/

災害時に医療救護活動の中心的な役割を担う病院のことで、災害発生時には
被災地の救護所や救急病院、救急診療所と連携し、重症患者に対する適切な
医療の確保を目的としています。

また、大規模災害時に傷病者の受け入れや処置を行う災害拠点病院として、
関係機関や行政との緊密かつ有機的な連携のもとで、実践的な訓練を行うと
ともに、安城市全体の防災意識を高めることを目的に安城市総合防災訓練を
実施しています。



災害医療コーディネーターとは

災害医療コーディネーターが在籍しています

https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/kokudo_kyoujinka/h28_minkan/pdf/2175.pdf
https://anjokosei.jp/mame/mame-37/

災害時に圏域内の医療情報を集約・一元化し、医療資源の配分、収容先医療機関の
確保等の医療救護活動等を統括・調整等を行う医師を言います。

大規模な災害が発生した際、医療救護活動が円滑に進むように物的資源や人的資源
の調整を行い、災害医療の中心的な役割を果たします。



DMATとは

DMATを配置しています

https://anjokosei.jp/mame/mame-37/

大規模災害や多数の傷病者が発生する事故などの現場で、急性期に活動できる
機動力を備えた専門訓練を受けた医療チームです。

当院は2チーム(各チーム医師1名、看護師2名、薬剤師1名、事務1名)で構成され
ており、県内外で行われる研修や訓練などにも積極的に参加しています。

熊本地震（2016年）



JDA-DATリーダーが在籍しています

JDA-DATとは

日本栄養士会災害支援チームの略で、大規模
な自然災害が発生した際に被災地で栄養・食
生活支援活動を行うチームです。平時におい
ては地域における災害対策活動などへ協力し
ています。

当院では指定の研修を受けた管理栄養士１名
がJDA-DATのリーダー登録をしています。

当院の広報誌や市民公開講座でも災害栄養について発信しました

https://anjokosei.jp/activities/magazine/
https://www.dietitian.or.jp/



防災訓練への参加

当栄養管理室の備え2

安城更生病院では大規模災害時に傷病者
の受け入れと処置を行うため、関係機関
や行政が協力し、緊密かつ有機的な連携
のもとで実践的な訓練を実施しています。

当栄養管理室も発災時においても食事提
供が出来るよう、一部門として訓練に参
加をしています。



栄養管理室では移動式の回転釜を使用した炊
き出しの訓練を年に一度行っています。

訓練では調理師が中心となり、水またはお湯
を入れるだけで食べられるアルファ化米や豚
汁の調理をしています。

炊き出し訓練

https://tssp.jp/display_item.php?itemNr=132&cat3Ref=6098



当院の非常食

国が定める災害拠点病院の指定要件の一つに「食料、飲料水、医薬品等につ

いて、流通を通じて適切に供給されるまでに必要な量として、３日分程度を

備蓄しておくこと」とあります。

当栄養管理室も飲料水をはじめとして、カロリーメイトやアルファ化米、乳

児用のミルクや咀嚼が困難な方向けの柔らかい食品など３日分の飲料や食料

を備えています。

https://www.mhlw.go.jp/content/10800000/001064197.pdf



家庭における備蓄について3

公的な支援物資が届き始めるのは発災から3日目以降の場合が多い

（前章：① 昨今の災害と食事情について 参考

少なくとも３日分の水や食料は持っておきたい

水 1人あたり1日3リットル、最低3日分

食料 缶詰や乾燥食品、レトルト食品など 長期保存が可能なもの

照明・ラジオ 懐中電灯や手回し充電可能なラジオ

防寒・衛生用品 毛布や簡易トイレ、ウェットティッシュなど

医療用品 救急箱に包帯や消毒液、絆創膏、常備薬など



農林水産省から食品ストックのガイドが発表されています

農林水産省 災害時に備えた食品ストックガイド



佐々木 裕子 東日本大震災時の避難所における栄養・食生活 状況と管理栄養士としての支援について

東日本大震災１週目

昼食

 味噌汁（汁のみ）

家庭の備蓄があれば

ご飯       おかず   汁



長期保存パックご飯       缶詰ご飯   アルファ化米

主食

レンジか湯煎で温め      開けてすぐ食べられる       水またはお湯を注ぐ

常温で製造日から5年期限    〃 3年期限    〃 5年期限



おかず

レトルトタイプ       缶詰タイプ 日常使用タイプ

・主食と違って加熱や湯煎を必要としないものが多いので震災時に食べやすい

・ただし缶はゴミがかさばったり、場所をとったり、重かったりという点もある



お菓子

ようかん ビスコ  パン缶    チョコ系   カロリーメイト

・甘いものやお菓子を食べることで災害時のストレス緩和に役立つ

・脂質や糖質などで手軽にエネルギーを確保することが出来る

・加熱等の調理を必要としない



大塚製薬 https://www.otsuka.co.jp/cmt/product/block/

カロリーメイトはビタミンの補給源としても



日常食品を上手く利用して災害時に備える



Jackery Solar Generator 1000 Plus

ソーラーパネル＋発電機

 合計出力 2000W ( 瞬間最大 4000W )

消費電力 沸騰時：1000W
保温時35W

約29時間 保温可能

消費電力（充電） 18-20W

約60回 充電可能

フル充電には

4枚のソーラーパネル（200W）で最速2時間以内

1枚のソーラーパネル（100W）で18時間

コンセントからの充電で1.7時間

停電時の備えに



カセットコンロとガスボンベがあれば温かい料理が作れる

地震等によってガスの供給が止まる可能性もあります

ガスが止まることで料理やお湯を作ることも難しくなります

（前章：① 昨今の災害と食事情について 参考）

https://www.iwatani.co.jp/jpn/consumer/products/cg/useful/stockpile/



・当院は災害に備えて炊き出し訓練や非常食の確保をしています

・家庭では3日以上の備蓄をしておきましょう

・ローリングストックを利用しましょう

・ガスの供給停止に備えてカセットコンロとガスボンベを

次は「③ パッククッキングについて」です

今回のまとめ4
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